
資源の出し方注意点

出し方全般

１　資源を出すときは、地域で決められた時間を必ず守ってください。

２　【家庭ごみ・資源の分け方・出し方】及び【資源の分け方　(参考例)】を参考に、

　　分別して出してください。

３　缶・ビン・ペットボトルは、きれいに水洗いしてから出してください。

　 ※ 特に、油のついた物はよく洗ってください。（シーチキンの缶やドレッシングのビンなど）

４　缶・ペットボトル・一升ビン・四合ビン･二合ビン・ビールビンは大きな青色のコンテナ、

　　雑ビンは黄色のコンテナ、乾電池は専用の小さい青色のコンテナにそれぞれ入れてください。

５　紙類は、種類別(新聞紙、雑誌・雑紙、ダンボール、牛乳パック)に積み置きして、

　　生きビンは、コンテナに横にして出してください。（二宮地区は専用ケースに入れてください。）

資源①

１　空き缶（アルミ缶・スチール缶）

　 ・ 缶はつぶさないでください。

　 ・ 対象の缶は、一斗缶の１／３程度以下の大きさで、ジュース缶・缶詰の缶・のり缶・

　　　ミルク缶・お茶の缶などです。

　 ※ 入浴剤など、口に入れられない物が入っていた缶は『その他の雑ビン・缶等』の黄色のコンテナへ、

　 　 洗ってもきれいにならない缶などは、『その他・粗大ごみ』です。

２　雑ビン（透明・茶色・その他の色ビンなど）

　 ・ 必ずふたを取って出してください。

　 ・ ビンの色は、ビンの注ぎ口部分の色で判断してください。

　　　例えば、注ぎ口部分の色が透明ならば、ビン自体が何色でも透明ビンとなります。

　 ・ 色ビン（透明・茶色・その他の色）に分別するのは、飲食物など口に入れられるものが

　　　入っていたビンだけです。

　 ※ 入浴剤、化粧品、塗り薬などのビンは、色に関係なく『その他の雑ビン・缶等』です。

　 ※ ワンカップの容器は、耐熱ガラスなので『その他の雑ビン・缶等』になります。

　 ★『その他の雑ビン・缶等』に入れるものには、 【コップや窓ガラスなどのガラス片】、

　 　【茶碗などの陶器(欠けたものも可)】、【スプレー缶・ライター】も含まれます。

　 ※ 電球・蛍光管は『その他・粗大ごみ』で出してください。

３　ペットボトル

　 ・ ペットボトルマークのあるものが対象です。（清涼飲料水・焼酎・酒類・醤油のボトルなど）

　 ・ ペットボトルマークがあっても、ソースやドレッシング、油、洗剤、化粧品など、

　　　汚れやにおいがとれないものは『もえるごみ』で出してください。

　 ・ 必ず、ふたを取り、ラベルをはがし、きれいに水洗いしてからつぶして出してください。

資源②

１　紙類（新聞、雑誌・雑紙、ダンボール、牛乳パック）

　 ・ 紙類を出すときは、ビニールやナイロンの袋に入れないでください。（紙袋で出すことは可能です。）

　 ・ 必ず、ひもで十文字にしばってください。針金やマイカー線は使わないでください。

２　古着類（古着・古布）

　 ・ 必ず、たたんでひもで十文字にしばり、透明、半透明のビニール袋に入れて出してください。

　 ・ 綿の入ったもの・革製品・布でないもの・汚れのひどいものは『もえるごみ』で出してください。

　 ・ ふとん・毛布・カーペットは『その他・粗大ごみ』で出してください。

３　生きビン（「一升・四合･二合ビン」・「ビールビン」）

　 ・ 口のかけたビン・ラベルのないビン・くもりビンは資源①『その他の雑ビン・缶等』になります。

　 ・ 地ビールビン・外国製のビールビンは資源①『その他の雑ビン・缶等』になります。

　 ・ 詳しくは、別ページの「生きビンの分別方法」のページをご覧ください。

〔紙類・古着類は、収集日が雨天の場合、できるだけ次回に出すようにお願いします。〕
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